
平成２２年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 １４番 
 七 戸 輝 彦 

 

 
１．女性特有のがん検診 

等について 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．地上デジタルの各種

問題について 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．鳥獣・野良猫の被害

について 

 
（１）１２月にも質問したが、無料クーポンを 

使用した乳がん・子宮頚がん検診の受診

率は。また、この間の対策は。 
（２）この制度の継続性と財源負担についての

見通しは。 
（３）昨年子宮頚がん予防ワクチンが認可され、

幌加内町など道内にも接種無料化の動き

がある。かけがえのない生命を守るため、

当町も導入を検討すべきではないか。 
 
（１）地デジ受信準備のために１１，０００円

の補助をしてきたが、対象者全員に支給

されたか。 
（２）受信システムの導入が難しいのであれば、

難視聴が想定される地域を特定し、BSに
よる視聴も促さなければならない時期に

入ってきていると思うがその考えは。 
   またこの場合、共聴工事の行政負担の例

に倣い、補助も検討するべきと思うが。 
 
（１）野生のカラスや野良猫等の被害相談の例

はあるか。また、その対応は。 
（２）全国的にはそういう被害を防止するため

に「餌やり禁止条例」を可決したところ

もあると聞くが、内容が分かれば教えて

ほしい。 
（３）安易な「餌やり」を自粛する案内を自治

会にストックし、必要のある都度回覧し

てもらってはどうか。 

① 

１２番 
 立 野 広 志 

 
１．土地開発公社の相次

ぐ違法行為に対する

町長の監督責任につ

いて 
 

 
（１） 相次ぐ公拡法違反行為が、最近まで行わ

れていた事が明らかとなったが、その件

数と内容、原因を具体的に町民に公表す

べきではないか。 
 

② 
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２．相次ぐ行政の不祥事

や事件がなぜ発生

し、なぜ防止できな

いのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．次期噴火に備えた防

災計画について 

 
（２） 長年にわたって違反行為として認識し、

これを正すことが出来なかった監督責

任のある町長としてどのように認識し

ているか。 
（３） 違反行為に対し、長年町民からの指摘が

されていたが、これにどう対応してきたか。 
（４） 公拡法第９条（先買いに係る土地の管

理）及び第１７条（業務の範囲）に違反

する土地の売買に関して、不動産取得税

や固定資産税等の特例或いは、譲渡所得

に対する軽減税率の特例の扱いをどの

ようにされるのか。 
 
（１）ここ数年、行政の不祥事や事件、記載漏

れなどが発覚してきたが、どのように問

題意識を持っているか。 
   ・２００８年、高額療養費未請求問題 
   ・２００８年、町税横領事件 

・２００９年、グリンステイ洞爺湖に対 
する行政財産の無償提供 

・２００９年、土地開発公社の公拡法 
違反行為 

（２）議会の場で繰り返し問題を指摘し、原因

究明と改善を求めてきたが、その後の対

応はどうなっているのか。 
 
（１） 新たな「洞爺湖町地域防災計画」が策定

されたが、これをどのように全町民の理

解と納得、さらに合意形成を図るかが問

われる。新年度におけるこれらの活動内

容を示されたい。 
（２） 一般的な防災訓練だけでなく、分野別、

個別課題別の実地訓練を行う考えはな

いか。 
（３）町内の避難場所やルートの標記、備蓄・

保管の対応などはそのように整備するか。 
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８番 
 板 垣 正 人 

 
１．観光対策について 
 
 
 
 
 
 
 
２．除排雪について 
 
 
 
 
 
３．砂防ダムの景観につ

いて 

 
（１） 温泉地区の空き店舗・空きホテル等増え

ているが、町としてどのような対策を考

えているのかお聞きします。 
（２） 温泉地区の洞爺湖温泉大通り線の活用

として、観光振興策に利用すべきと思う

が、町の考えは。（例えば、時限的な歩

行者天国等） 
 
（１） 特に排雪について、交差点付近の排雪を

こまめにするべきと思うが町の考えは。 
（２） 温泉地区のメイン通りである洞爺湖温

泉大通り線が、今シーズン一度も排雪作

業されなかったと思われるが町の見解は。 
 
（１） 以前も質問したが、温泉地区の砂防ダム

の景観について、北海道との協議がどこ

まで進んでいるのか。 
 

③ 

 ３番 
 松 井 保 明 

 
１．高齢者対策について 

 
（１） 高齢者（特に独居老人）の日常生活に対

して安心、安全の確保についての対応策

は。（マップの作成等） 
（２） 高齢者の足の確保。（巡回バス、乗り合

いタクシー、買物、その他） 
（３） 高齢者住宅への訪問販売又押し売り等

による被害防止策は。 
（４） 高齢者の社会参加をどう進めていくの

か。（町内行事、ボランティア等） 
（５） 高齢者住宅におけるバリアフリー（補修

工事）に対しての補助制度について。 
（６） 高齢者の歩行安全対策について。（休憩

ベンチの設置又歩道の段差解消） 

④ 



 
 


